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　ヘリコバクターピロリ陰性ボランティア15名（homozygous extensive metabolizer［homEM］群 5 名、het-
erozygous EM［hetEM］群 6 名、poor metabolizer［PM］群 4名）を対象に、（1）プラセボ、（2）ラベプラゾール
20mg、（3）同40mgを 1 日 1 回眠前投与し、各々投与 8 日目に24時間胃内pHモニタリング試験を行った。
ラベプラゾール40mg投与で夜間酸分泌抑制効果が不十分であるhomEM群、hetEM群に対しては、（4）ラベ
プラゾール40mg 2 分割投与（20mg 2 回投与）、（5）同40mg 4 分割投与（10mg 4 回投与）を行い同様に検討




群で最も弱い一方で、PM群は十分な抑制効果を認めた。ラベプラゾール20mg、40mg の 1 日 1 回投与時
の夜間胃内pH4以下の時間割合は、homEM群は78.8％，45.3％、hetEM群は51.0％，41.3％と十分な酸分泌
抑制効果は認めなかったが、PM群における抑制効果は4.5％、9.5％と非常に良好であった。一方、分割
















　夜間酸分泌抑制にはプロトンポンプ阻害剤の 1 日 1 回投与よりも 2 分割投与の方が有効であるが、今







ル20mg 1 回投与で十分であるが、hetEM群は40mg 2 分割投与、homEM群は40mg 4 分割投与が有用であ
ると考えられた。このCYP2C19遺伝子多型に応じたラベプラゾールの投与方法は、通常量のプロトンポ
ンプ阻害剤に抵抗性を示す症例に対して有効であると考えられた。








　ヘリコバクターピロリ陰性　被験者15名（homozygous extensive metabolizer［homEM］群 5名、heterozygous
EM［hetEM］群 6名、poor metabolizer［PM］群 4名）を対象に、（1）プラセボ、（2）ラベプラゾール20mg、（3）
同40mgを 1 日 1 回眠前投与し、各々投与 8 日目に24時間胃内pHモニタリング試験を行った。ラベプラ
ゾール40mg投与で夜間胃酸分泌抑制効果が不十分であるhomEM群、hetEM群に対しては、（4）ラベプラ
ゾール40mg 2 分割投与（20mg 2 回投与）、（5）同40mg 4 分割投与（10mg 4 回投与）を行い同様に検討した。




homEM群で最も弱い一方で、PM群は十分な抑制効果を認めた。ラベプラゾール20mg、40mg の 1 日 1 回
投与時の夜間胃内pH4以下の時間割合は、homEM群は78.8％、45.3％、hetEM群は51.0％、41.3％と十分な
胃酸分泌抑制効果は認めなかったが、PM群における抑制効果は4.5％、9.5％と非常に良好であった。一
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